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1．はじめに 

近年のインターネットおよび動画配信サービ

スの普及に伴い，日本のアニメやドラマ，漫画

などをきっかけに日本や日本語に興味を持つよ

うになった外国人は多い．また，留学生を筆頭

に日本語を学ぶ外国人は年々増え続けている．

しかし，アメリカ国務省の「外国語習得難易度

ランキング」というデータにおいて，日本語は

最強難易度の「カテゴリー5＋」とされており，

仮名文字や漢字，同音異義語の多い日本語は日

本語を学習する外国人にとって，難しいと言わ

れている．その一方で，興味を持つきっかけと

もなるドラマやアニメ，漫画は，日常会話で頻

繁に使用される日本語の話し言葉表現が多く含

まれており，日本語の教材としての可能性が指

摘されている[1]．そこで，本研究においても，

ドラマ視聴を中心とした日本語学習に着目する． 

ドラマを使った日本語学習支援技術の例とし

て，ドラマ内の字幕に対し，わからない単語を

辞書引きできる機能などが既に実装されている．

これは単語の学習には有効な手段と言えるが，

言語学習は自身の習熟度に合わせて段階的に行

うことが重要であると考えられる．そこで，本

研究では，インターネットで動画配信されてい

る日本語ドラマやアニメに関して，それらの中

で実際に使用されている日本語の難易度を分

析・分類し，自分の日本語習熟度に応じたコン

テンツを推薦する日本語支援システムを提案す

る． 

 

2．提案手法 

動画配信サービスとして，2 社のサービスを利

用する．字幕は各配信サービスの字幕機能をそ

のまま利用する． 

 

 

提案手法の簡易フローチャートを図 1に，提案

するアプリの画面を図 2に示す． 

はじめに，動画内の字幕から文字抽出を行う．

次に，得られた文章から日本語の難易度を解析

する．種々のドラマに対して上記の処理を行い，

Google 社が提供する Web ベースの表計算ソフト

であるスプレッドシートを利用し，ドラマ難易

度の簡易データベースを構築する．最後に，Web

アプリとしてスプレッドシートと連携したドラ

マ推薦システムを構築する． 

 

 
 

図 1 提案手法の簡易フローチャート 

 

 

 
 

図 2  Webアプリの画面例 
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2.1  文字抽出部 

字幕からの文字抽出は，Google 社が開発した

オープンソースの OCR 文字認識ソフトである

Tesseract-OCR を利用する．Tesseract-OCR は，基

本的には文書画像などを処理することを想定し

ているため，字幕抽出のためにパラメータの調

整を行った．具体的には，レイアウトパラメー

タと，辞書データの変更である．また，白い紙

に文字が書かれている文書とは違い，字幕には

背景が存在するため，影響を除去する工夫を行

った．まず，OCR をかける領域を，映像の下部

に絞りこむ．次に，字幕の文字は輝度値が非常

に高いこと，ドラマの背景には一定以上の輝度

の物体が映りこまないことに着目し，輝度値が 

251 以下は背景として除去した．なお，字幕の抽

出に関しては，毎フレームに対して行う必要は

ないため，動画の全体の長さに合わせて取得間

隔を調整した． 

 
2.2 日本語の難易度判定 

日本語の難易度判定には，名古屋大学が開発

した日本語テキストの難易度判定ツールである

「帯」を利用した[2]．帯は難易度の規準として，

小中高大の教科書から抽出したサンプルを利用

しているため，難易度判定結果も小学校～大

学・一般までの 13 段階で表示される．しかし，

本研究は日本語学習者を対象としているため，

帯の結果を，日本語学校の教員の協力のもと，

日本語検定試験によるレベル分類である N1～N4

に再分類した． 

帯による日本語難易度と日本語検定レベルの

相関表を表 1に示す．なお，日本語検定レベルは

N5 まで存在するが，N5 レベルは，日本語の初学

者であり，ドラマを見ることが難しいため除外

している． 

 

表 1 難易度対応表 

帯難易度 日本語検定レベル 

高校 1年，2年，3年，大学 

中学 1年，2年，3年 

N1 

小学 5年，6年 N2 

小学 3年，4年 N3 

小学 1年，2年 N4 

 

2.3 日本語難易度データベース 

Google スプレッドシートに前節で得られた日

本語検定による日本語難易度（N1～N4）と，ド

ラマ（アニメや映画も含む）のタイトル，ジャ

ンルなどの情報をまとめる．  

 

2.4 Glideによるアプリ作成 
本研究では，ドラマ推薦システムを Web アプ

リとして構築する．そのために，コードを書か

ずにアプリを作成するノーコードツールである

Glideを利用した．  

 

3.  実験 

本研究では，実験としてジャンルごとの難易

度の分析を行った．動画配信サービスにおける

ジャンル分けをそのまま利用し，「(a) ヒューマ

ンドラマ」，「(b) サスペンス・ミステリ」，

「(c) 犯罪」，「(d) アニメ」，「(e) ホラー」，

「(f) コメディ」，「(g) ラブロマンス」，「(h) 

ドキュメンタリー」など 8個のジャンルに分類し，

77作品について難易度分析を行った．結果を表 2

に示す．基本的には N2 レベルの作品が多くみら

れジャンルによる偏りは大きくない．ただし，

「(c)犯罪」に関しては，作中の用語の難しさが

しっかりと反映され，N1 レベルの割合が非常に

高い結果となった． 

 

表 2 各ジャンル難易度分析結果本数 

 N1 N2 N3 N4 

(a) 5 26 4 0 

(b) 2 6 0 0 

(c) 4 2 1 0 

(d) 4 12 0 0 

(e) 2 4 0 0 

(f) 2 5 0 0 

(g) 1 3 0 0 

(h) 0 2 0 1 

 

4.  おわりに 

本研究では，外国人の日本語学習者に対して，

習熟度に合わせたドラマ推薦システム開発した．

日本語の難易度判定はあくまでテキストレベル

であったため，声の小ささや，抑揚，なまりな

ど発声による難易度は判定できていない．日常

会話における会話の難しさを解決するためには，

このような話し言葉の個性も今後加味して難易

度判定する必要がある． 
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